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専　用
ごみ袋

ご 協 力 を
お願いします＼ 　　　　　　／

春の全町一斉清掃のお知らせ春の全町一斉清掃のお知らせ

～ みんなの手で、みんなのまちを美しく～

雪解けが進むにつれ、捨てられたごみが見受けられ美観を損なっています。

「住みよいまちクリーン長沼町」実現のため、春の全町一斉清掃を実施します！

清掃日清掃日 ４４ ●●日1313月月 日日 ７７  時時  ～（～（  １１  時間程度）時間程度）

小雨決行、雨天の場合は４月20日㈰に延期

「住みよいまちクリーン長沼町」提唱団体

長沼町・長沼町社会福祉協議会・長沼町シニアクラブ連合会・長沼町スポーツ少年団本部

参加人員 　各戸から必ず１名は参加して、区内の清掃に努めましょう。

清掃場所 　各区内の道路・側溝・公園・河川・空き地など

後 始 末 　�回収したごみは、配布した一斉清掃専用ごみ袋に入れ、翌日

の朝８時30分までに、ごみステーションに出してください。

　　　　　 ごみステーションのない地区は、各区の会館に出してください。

お 願 い 　家庭から出たごみは出さないでください。

問 合 先 　役場町民生活係（☎76-8012）

５月31日５月31日  ㈯㈯  まで春のヒグマ注意特別期間ですまで春のヒグマ注意特別期間です！！

　春先は森林内で親子グマの出没が多いことや、５月以降は子グマが母親から独立し、好奇心が旺

盛で警戒心が薄いことから、人里付近に出没しやすいことが予想されます。ヒグマに遭遇したり、足

跡などの痕跡を見つけた場合は、空知総合振興局自然環境係か役場農政係に情報を提供してください。

▶問合先：空知総合振興局自然環境係（☎0126-20-0043） ・ 役場農政係（☎76-8018）

　あわてず、落ち着いて状況を判断しま

しょう。急に走って逃げると追いかけ

てくることがあるので、非常に危険です。

まずは落ち着いて

　ヒグマが気づいていないようであれ

ば、静かに立ち去りましょう。距離が近

い場合は、視線をそらさずゆっくりと

後退してください。

ヒグマを刺激しない

● ヒグマに遭遇したら冷静に対応を！

　地元の役場や土地管理者などに事前に

ヒグマの出没情報を確認し、出没情報・看

板・足跡などの痕跡がある場所への立入

りは絶対にやめましょう。

野山に入る前に

・出没が予想される野山には出かけない

・鈴などの鳴り物を携行したり、笛を吹く

・見通しの悪い場所は特に注意する

・食べ物やごみは必ず持ち帰る

ヒグマに出会わない工夫を

● ヒグマに遭わないために

家族介護用品を支給します家族介護用品を支給します

　介護を必要としている人を在宅で介護している町内在住の家族に、年額30，000円を限度に、紙おむつ・

尿とりパッド・使い捨て手袋・清拭綿・ドライシャンプーなどを購入できる介護用品給付券を支給します。

希望する方は、申請書の提出が必要ですので、下記までお問合せください。

▶▶申請・問合先申請・問合先：りふれ介護支援係（☎82-5555）

次の指定店でのみ利用できます。次の指定店でのみ利用できます。

・ツルハドラッグ長沼店・ツルハドラッグ長沼店

  （錦町南１丁目６番21号　  （錦町南１丁目６番21号　☎☎76-7268）76-7268）

・吉井調剤薬局長沼店・吉井調剤薬局長沼店

  （栄町１丁目２番１号　  （栄町１丁目２番１号　☎☎88-1881）88-1881）

給付券利用指定店対 象 者
�①～⑤のすべてに該当する人を在宅で介護している家族�①～⑤のすべてに該当する人を在宅で介護している家族

 ① �介護者及び要介護者が、町内に住所を有していること  ① �介護者及び要介護者が、町内に住所を有していること 

 ② ② 要介護者が生活保護を受給していないこと 要介護者が生活保護を受給していないこと

  ③ 要介護者本人が町民税非課税者であること③ 要介護者本人が町民税非課税者であること

 ④ 要介護者が介護保険施設に入所していないこと ④ 要介護者が介護保険施設に入所していないこと

 ⑤ 介護保険で要介護４～５と認定された人 ⑤ 介護保険で要介護４～５と認定された人※※

　  　  ※※�ただし、要介護・要支援認定における認定調査�ただし、要介護・要支援認定における認定調査
票の「排尿」または「排便」の項目で、「介助」また票の「排尿」または「排便」の項目で、「介助」また
は「見守り等」に該当する人は介護認定４～５以は「見守り等」に該当する人は介護認定４～５以
外でも対象外でも対象

畑に入らないで畑に入らないで！！

▶問合先：長沼町ジャガイモシストセンチュウ対策協議会事務局

　　　　役場農政係（☎76-8018）・JAながぬま園芸蔬菜課（☎88-2223）

　ジャガイモシストセンチュウは道内で発生地域が拡大しており、平成27年には町内でも発生が確認さ

れています。町では、長沼町ジャガイモシストセンチュウ対策協議会を設置し、関係機関が連携してジャ

ガイモシストセンチュウの侵入・まん延防止・防除対策に取り組んでいます。

　土の中に存在し、ジャガイモの根から養分を吸収するため、収穫量を減少させて

しまう非常に厄介な害虫です。人が食べても人体への影響はありませんが、シス

ト（卵の入った袋）の状態は20年以上生存する場合もあり、一度畑に侵入してしま

うと、根絶させることは困難なため、ジャガイモ生産農家にとっては大きな問題です。

ジャガイモシストセンチュウとはジャガイモシストセンチュウとは？？

　発生地域から　発生地域から靴や自動車靴や自動車

のタイヤに付着した土に混のタイヤに付着した土に混

入して運ばれる入して運ばれるなど、人為など、人為

的な侵入が考えられます。的な侵入が考えられます。

畑に侵入する原因は畑に侵入する原因は？？

�・家庭菜園でジャガイモを植える時は、正規�・家庭菜園でジャガイモを植える時は、正規

　に販売されている種イモを使用する。　に販売されている種イモを使用する。

侵入・まん延を防ぐには侵入・まん延を防ぐには？？

�・畑の中に入ったり、自動車を乗り入れない。�・畑の中に入ったり、自動車を乗り入れない。➡


